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芽生えた命を見守る・生まれた成長を育むための 

情報共有支援アプリケーション   

―HTML5でマルチプラットフォーム対応のモバイルアプリ開発 

 
 

西川 奏†1 山内 寿代†2 皆月 昭則†3 

 

概要：本稿は， Cordovaを内包した HTML5 ハイブリッドアプリ開発プラットフォーム Monacaを用いて開発した 2 

種のアプリケーションについて，機能などの概要を述べる．開発したアプリは，妊婦や配偶者家族の支援から育児支
援のための各種機能を有しており，開発目的，方法論，検証結果について述べる．  
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Applications for Maternity and Baby using the Cloud System 

(A Development of using HTML5, CSS3 and JavaScript) 
 

KANADE NISHIKAWA†1 HISAYO YAMAUCHI†2 

AKINORI MINAZUKI†3 

 

Abstract: The Applications development using Monaca IDE. Monaca IDE include HTML5, CSS3, JavaScript and Cordova. 

Cordova is PhoneGap. The Applications is for maternity and mother, but can be using everyone. The Application for the child 

future. 
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1. はじめに   

 HTML5 ハイブリッドアプリ開発プラットフォーム

MonacaIDE を用いて 2 種のアプリケーションを開発した．

芽生えた命を見守るは，妊婦（以下マタニティ）と胎児で

あり，出産後，マタニティは母となり，生まれた赤ちゃん

の成長を育むことになる．2 種のアプリケーションは，マ

タニティと母親の情報を記録共有することを目的にした． 

2. マタニティ支援アプリ開発の概要 

 北海道は国土の 22%で，面積は東北 6 県を上回る広大な

地方である．研究では，全国で最も産科の減少が進行して

いる北海道地方の地域のマタニティへの産科受診の支援を

検討した．近年，分娩可能な産科医療機関の集約化・重点

化が実施されており，全国の地方・地域においては，産科・

分娩施設が極端に減少した結果，産科受診が可能な医療機

関から離れた地域に住むマタニティが存在する．病院内で

の産科のシステム機能化は進んできたが，一方で，出産ま
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での約 10 ヶ月間を在宅で過ごすマタニティの記録管理シ

ステム機能は提供が少ない．本研究では，マタニティの在

宅時の支援について，医療者の専門的知見を用いたシステ

ム機能を開発した．アプリケーションは，出産予定日の確

定診断後のマタニティに対して，在宅期間に見守るという

機能概念で，約 10 ヶ月間にわたる支援利用が可能である．

出産月には陣痛の間欠時間データから早期の受診の行動意

思決定を支援し，GPS データなどで病院への連絡・移動の

支援が可能である．フロントエンド開発技術は，クロスプ

ラットフォーム対応のモバイルアプリ開発言語でデバイス

に依存しない環境でユーザーが利用可能になるように実装

し，記録データの共有などのバックエンド開発技術として

はクラウドに実装した．アプリケーションの主な機能とシ

ステム概念を図 1 に示した． 

 

図 1 アプリケーションの機能とシステム概念 

 
・マタニティへの情報・知識支援の機能
・妊娠週数に対応した母胎チェック気づき通知機能

・緊急連絡機能
・位置情報表示機能（GPS）
・陣痛計測・感覚推移データの評価機能
・腹部の張りや痛み間隔の強さ記録機能
・張りや痛みの記録の時間粒度ごとの検索機能

フロントエンドモジュール（ユーザーインターフェイス）Monaca[HTML５+CSS３]

バックエンドモジュール（クラウドインターフェイス）mBaaS[mobile backend as a Service]
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Figure 1 The System function of Application 

2.1 フロントエンドインターフェイスのデザイン 

アプリケーションのインターフェイスの色彩デザイン

はスカイブルーを基調にした．色彩の検討の観点では，子

どもを産むことが地球の海や空の自然の摂理．寛大な優し

さや見守り感を意識させながら，妊娠期の心理作用の緊

張・興奮を緩和し，気持ちを落ち着かせるような色彩仮説

を検討し選定した．アプリケーション使用時の画面上部に

は現在日時と出産予定日の表示し，中央には各種のチュー

トリアルの利用ボタン，電話連絡やメモ機能，陣痛計測機

能など下部には，利用頻度が高くなる支援機能をグラフィ

カルユーザインターフェイスで配置した．使用者は，アプ

リケーションの初回時（１度のみ）に出産予定日を入力す

ることで，使用開始の当日から出産予定日の期間を計算し

て，その後の使用時では，妊娠週数を推測導出して，妊娠

週数に対応した情報や支援機能を自動提示するようにした． 

 

図 2 アプリケーションのフロントエンド UI 

Figure 2 Varietal User Interface 

2.2 見守りと受療行動意思決定を支援する情報 

機能では，図 3 に示すようにアプリケーション起動時の

トップ画面の選択において，妊娠週数に対応したお母さん

への特記事項[例：8 か月目のお母さんへ]，妊娠期・出産に

関する一般的な情報[妊娠期間で気になること・陣痛に関す

る情報]・知識[妊娠中にさけたほうがいいもの]などの閲覧

学習が可能であり，留意事項を想起させるなど．医療者の

知見で作成した内容を吹き出し表示する機能を実装した． 

出産月で使用する機能では，前駆陣痛などの知識や記録し

た間欠時間の大分類で①20 分以内，②20 分～30 分，③30

分以上の時間幅のエビデンス（医学的根拠）種別パターン

において，データ照合し，評価コメントを表示するように

した．コメントの検討では，妊娠後期の病院受診の意思決

定の留意点を医療安全の観点で考慮した．破水や多量の出

血がないかの重大な問題に対するセルフチェックや異常を

感じた場合の早期の病院連絡機能と受診行動を促す見守り

機能操作とマタニティ自身の意思決定行動を検討した，ア

プリケーションのシーケンスを設計して組み込みしている． 

 

図 3 妊娠週ごとに使用する機能の例 

Figure 3 A Variety of User Interface 

2.3 痛みの記録データと時間粒度ごとの検索機能 

記録機能では，マタニティの痛み感覚のデータ入力が可能

である．腹部の痛みの経過は，医療機関での問診時の重要

な要素であり，間欠時間の計測後に表示されるポップアッ

プ（痛みの強さをおしえてください）のスライダー操作イ

ンターフェイスによる入力が可能であり，時間粒度設定で，

過去のデータ検索が可能である．時間粒度の機能化では，

その時点の計測データのみでは情報量の低い意思決定にな

るため，過去に計測した任意の時間範囲を抽出するなどし

て情報量を高くした意思決定を可能にすることを支援した． 

 

図 4 時間データに痛み感覚を関連させる機能と検索 

Figure 4 Records of pain grade and data explore function 

2.4 検診記録の追加保存機能 

 アプリケーションの記録リストは，市町村の公的機関で

配布される母子手帳の標準記録項目に準拠しており，図 5

に示すような検診結果や診察時の数値をアプリケーション

へ集約的に記録することが可能である．また，記録したデ

ータは共有することが可能である． 
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図 5 検診記録のアーカイブ機能 

Figure 5 Achieve function of the Records 

2.5 検証・評価 

表１に，アプリケーションの使用感に関するアンケート

を実施し，結果を示した．アンケートの設問回答が可能な

専用 Web サイトを設置した．回答者は，アンケート前にア

プリケーションがダウンロードできる QR コードによって

入手し，その後，アンケートに回答する手順で実施した． 

表１ マタニティ支援アプリの結果 2018 年 1 月～3 月 

Table 1 Result of Maternity application. 

 

3. 育児支援アプリの開発の概要 

2 節まで，マタニティアプリ開発について述べた．本節

からは，育児支援アプリについて述べる．人間関係論の学

説で，父親の育児参加は，子や夫婦関係に与えるポジティ

ブな影響が多く認められる．本研究では，育児参加・参画

によるジェンダーバイアスを小さくする仮説を検討し，育

児の気づき，参加・参画しやすい支援アプリケーションの

機能要件を導出してアプリを開発した．機能化では，無形

かつ消滅してしまう育児履歴・成果の可視化と記録・共有

機能を開発した．また，育児に参加・参画する者が，母親

を中心とした個別グループを形成支援する機能として，父

親，祖父，祖母など多層な分担記録・共有が可能なアプリ

ケーションにした．育児状況における各種のケア（授乳・

おむつ交換等）を記録共有することで育児への共同参画意

識の変容を期待した．  

3.1 無形的に消滅する育児履歴評価への方策検討 

日本における育児・家事時間の調査では，男性の関与が

非常に短いことが報告されており，他の先進国との時間の

比較で 3 倍以上の差がある．家事（掃除・洗濯・夕食の準

備等）の履歴は有形であることから，男性にとっては女性

の家事成果に気づきやすい特性がある．一方で，育児（授

乳・おむつ交換・抱っこ・寝かしつけ等）の育児履歴は無

形であることから，男性にとっては女性の育児成果に気づ

きにくい特性がある．例として，授乳やおむつ交換の実行

後は，直ちに成果は無形（消滅）する．育児成果は，状況

を共有しない限り，成果として直ちに消滅する．よって家

事・育児は，有形・無形という分類が可能である．近年，

男女の役割において，家事・育児のジェンダーバイアスを

排し積極的な参画が叫ばれているが，育児・家事時間の調

査報告変える科学的方法論はない．そこで育児という無形

の成果に気づかせる方法論を検討した．無形の特性を有す

る育児状況をスマートフォンアプリに履歴を記録すること

を開発した． 

3.2 育児履歴・成果を記録・可視化する仮説効果 

調査で，男性が家事・育児に参画する際の必要な要件を

質問すると「夫婦間でのコミュニケーション」や「男性自

身の家事・育児に参加する抵抗感をなくす」ことを必要と

する回答が多い．看護分野の教科書に記載されている人間

関係論の学説においても，父親の育児参加は，子や夫婦関

係に与えるポジティブな影響が多く認められることが知ら

れている．よって育児参加・参画で，ジェンダーバイアス

を小さくする仮説を検討し，育児に気づき，参加・参画し

やすい支援アプリケーションの機能要件を導出した．男性

が直ちに育児の役割意識を確立し，育児に従事するのは困

難であるため，アプリの機能要件としては，母親の役割・

育児履歴・成果を共有し，母親以外に気づきを与える方策

を検討した．機能化では，無形かつ消滅してしまう育児履

歴・成果の可視化と記録・共有機能を開発した．育児状況

における各ケア（授乳・おむつ交換等）を入力記録するこ

とで，可視化と共有ができるようにした．育児に参加・参

画する者が母親を中心とした個別グループが形成できるよ

うにしており，父親，祖父，祖母など多層な分担において

も記録が集約閲覧できるようにジェンダーおよび世代バイ

アスを超えて育児に参加・参画するアプリケーションを開

発した． 

3.3 開発の概要 

開発では，マタニティ支援アプリで使用した開発アーキ

テクチャを用い，クロスプラットフォームに対応した

Monaca IDE でユーザーのデバイス種別に依存しないスマ

ートフォンアプリケーションを開発した .フロントエンド

の実装は，マタニティ支援アプリの開発同様に HTML５＋

CSS３環境でレスポンシブル表示が可能で，バックエンド

のクラウドでは，記録データの管理・ユーザーの ID 管理・

共有が可能であり，mBaaS を用いた． 

3.4 アプリケーションの機能・操作の概要 

各機能の設計要件では，看護師，保健師の保健指導や育

児の経験的知見でスマートフォンアプリケーションユーザ

ーにとって使いやすいサービスの接点要件を導出して，UI
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のデザインに加えてユーザビリティーを向上させた．可視

化では，母性学や小児生涯発達看護学の専門的な知識を用

いながら，データや情報の連結化・表出化のフェーズ・シ

ーケンスなどの設計要件を機能化した． 

 

図 6 データ記録・閲覧におけるシーケンス 

Figure 6 Sequence of data record and data view 

図 6 のシーケンスにおける[データ記録]の[授乳データ]

において，授乳時間に悩む母親は多いことから，授乳行動

を検討して設計した．授乳データは，授乳の時間が長くな

ったか，短くなったかなどの変化を振り返り，次回の授乳

時間目安やタイミング設定の検討支援をする機能で重要で

ある．授乳にかかる時間の長さや授乳間の時間は，新生児

の場合は，個別性が大きく，授乳の進捗状況を記録観察す

ることは，新生児期から重要である．エビデンスでは新生

児期の 1 回の授乳時間は 10～20 分程度が目安で，授乳の間

隔は 1～2 時間と短い．しかし，月齢が進む新生児期も終わ

る頃には，2 時間を超える場合もある．授乳は昼夜を問わ

ない育児の重要なケア・ワーキングであり，授乳記録は健

康管理で重要である．記録の例示では 1 日の授乳回数は 10

～15 回程度，多い日には 20 回を超える場合もあり，アプ

リケーションは授乳時間変化を時系列で記録閲覧できる． 

 

図 7 授乳と排便の記録インターフェイス 

Figure 7 Varietal Care Working Record Interface 

育児のワーキング履歴・成果の可視化では，図 7 が示すよ

うに授乳時刻やおむつ交換時刻の記録・共有が可能である．

アプリケーションの操作シーケンスは育児のケア・ワーキ

ングに対応しており，記録データは時系列順に可視化され，

共有閲覧することが可能である．データ・情報の機能的な

連結化・表出化においては，赤ちゃんが泣いている場合に，

授乳の必要性なのか，おむつ交換の必要性なのかを類推に

向けた気づきや知識を導き，さらには，他の異変にも気づ

くことも可能である．異変が疑われるような病院受診の際

には，アプリケーションのローカルストレージとクラウド

に記録されたデータを医療者と共有することで，病院前（在

宅）の育児状況を正確に伝える問診の支援が可能である．

記録データによる情報の可視化では，祖父母など近親者に

も共有することが可能である． 

3.5 バックエンド機能（クラウド） 

mBaaS によって，図 8 に示すように iOS や Android の種

別に関係なく，ID 自動発行機能によるデータ記録管理が可

能である． 

 

 

図 8 クラウドによるアプリの共同利用・情報共有 

Figure 8 Collaboration of the care working in cloud.  

検索機能では，記録された時間粒度ごとにマーク（ほ乳瓶
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アイコンまたは，おむつアイコン）をタッチすることで，

データを振り返り整理（タイムシフト）確認することが可

能である．また，図 9 のように，ミルクの飲んだ量そして

乳児の睡眠時間（入眠・起床）を記録管理できるようにし

た． 

 

図 9 詳細記録・睡眠時間管理インターフェイス 

Figure 9 Record Interface of the milk(ml) and sleep time. 

3.6 検証・評価 

表 2 に，アプリケーションの使用感に関するアンケートを

実施し，結果を示した．アンケートの設問回答が可能な専

用 Web サイトを設置した．回答者は，アンケート前にアプ

リケーションがダウンロードできる QR コードによって入

手し，その後，アンケートに回答する手順で実施した． 

表 2 育児支援アプリの結果 2018 年 1 月～3 月 

Table 2 Result of Child care application. 

 

 

図 10 アプリケーション使用の様子 

Figure 10 The Using Application Image photo. 

4. おわりに 

2 種のアプリケーションを開発した．一つ目の開発アプ

リは地方・地域の産科医療機関の集約化で，長距離・長時

間移動を余儀なくされたマタニティ向けに配信している． 

妊娠期は，患者ではないという定義から，37 週目以降（ 

臨月）になる時期までは，定期検診を除き原則，医療者の

積極的な医療介入ということはないため，マタニティにと

っては不安な時期を過ごすことになる．誰かに見守ってい

てほしいというのは，自然の心境であり，マタニティの見

守り支援機能を開発した．  

2 つ目のアプリは，育児支援アプリである．育児は誰が

するのかについて，ジェンダー差からの役割分担はなく，

共同ですべきことである．ヒトは生まれて，人になる（成

長）には，多くの人々の協力支援が必要である．看護学科

における人間関係論の講義の序盤で，オオカミに育てられ

た少女について取り上げる例のように，生まれただけでは

人にはなれない．育児はデリケートな事（コト）であり，

家事の延長ではない．育児に関連する傷ましい事件報道が

絶えないが，周囲に誰か相談支援できる環境はなかったの

だろうかと涙する．育児は，みんなでするという気づきが，

社会に浸透するような思いで研究開発を継続する．図 11

のサイトから，2 種の開発アプリがダウンロード可能であ

る． 

 

 

図 11 Tsunagu NEXT Project の配信サイト 

Figure 11 The Applications download website 

http://kodo-mediest.sakura.ne.jp/tsunagu-project/ 
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